
平成２６年度第３四半期 地場企業の経営動向調査（概要）
調査対象：福岡商⼯会議所の会員企業1,500社を任意抽出 期間：平成26年12⽉9⽇ 12⽉25⽇ 回答数：650 回答率：43.3％

平成26年10 12⽉の⾃社業況ＤＩ（全業種）は▲8.1（前期⽐－2.3ポイント）と3期連続で悪化。
3期連続でマイナスとなった。

規模別にみると、調査対象の9割以上を占める中⼩企業が▲7.5（前期⽐－1.5ポイント）で3期連続で悪
化。⼤企業も▲11.1（前期⽐－6.4ポイント）と2期ぶりの悪化となった。

業種別にみると、製造業（前期▲4.7→今期▲2.3）、卸売業（▲27.1→▲24.0）、運輸・倉庫業
（0.0→15.7）、サービス業（▲7.4→▲7.0）と改善したが、建設業（18.7→11.6）、⼩売業
（▲14.4→▲32.9）が悪化。特に、建設業は、プラス値を維持しているものの、3期連続の悪化。⼩売業は、
前期⽐－18.5ポイントと⼤きく悪化した。

項⽬別     営業利益ＤＩ(▲21.9→▲17.5）は３期ぶりに改善したが、⽣産額・売上額・完成⼯事
⾼ＤＩ（前期▲0.7→今期▲0.8）は3期連続の悪化、受注価格・販売価格ＤＩ（3.0→▲4.4）は3期
連続 下落 原材料 製(商)品仕⼊価格ＤＩ（37.3→33.5）は2期連続 下落 資⾦繰 ＤＩ
（▲2.5→▲6.4）は4期ぶりの悪化となった。

次期（平成27年1 3⽉）は▲11.0（今期⽐－2.9    ） 悪化  ⾒通  

当⾯の経営上の問題点として「⼈材難、求⼈難、定着性の悪化」が45.4％
と、最も多く、前期⽐＋3.0ポイントの増加となった。

【⾃社業況の景況判断推移（業種別）】

【 回答企業からのコメント 】
円安による輸入食材の価格上昇が国内産の食材にも影響し、原材料費
率が昨年より3～4％上昇している。それがそのまま営業利益減となっ
ている。（サービス業/他の事業所サービス）

中小企業は、円安が過剰に進み、合板等の材料仕入価格の上昇による
収益が圧迫。今後の受注動向の見直しが立てにくく、設備投資にも踏
み切れない。中小企業・小規模事業者に目を向けた政策を切に願う。
（建設業/建設付帯工事）

建築士等の技術者の求人を出しているが、大手企業の条件に届かず、
全く応募がない。業界の給与水準が低いため、官公庁は予定価格の見
直しを行ってほしい。（サービス業/他の事業所サービス）

消費増税や急激な円安による価格上昇に対して、所得増が追い付いて
いない。お客様の節約志向がさらに高まり、価格に非常にシビアであ
る。（小売業/その他）

消費税増税による仕入れ価格の上昇分を価格転嫁した。客数は減少し
たが、客単価が上がり利益率は上昇傾向である。（サービス業/他の
事業所サービス）

業況ＤＩは、３期連続で悪化。業種別では、⼩売業が⼤幅に悪化。
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付帯調査

今冬（平成26年冬） ⼀時⾦ 動向     最 多       同⽔準 ⽀給 43.5
％となり、次いで「増額する」28.0％、「減額する」11.1％      ⼀時⾦ ⽀給    
6.3％  昨冬 続 今冬 ⾒送  5.4％  昨冬 ⽀給   今冬 ⾒送  2.3％、「昨
冬は無かったが今冬は⽀給」1.5％となった。

規模別にみると、「同⽔準で⽀給」が中⼩企業43.8％、⼤企業42.6％と最も多かった。ま
た、⼤企業では「増額する」40.7％とした企業が中⼩企業よりも14ポイント多かった。

業種別にみると、「増額する」が全業種28.0％に対して、建設業34.0％、卸売業30.7％と
割合が⾼い。「減額する」が全業種11.1％に対して、⼩売業24.1％、製造業17.4％と割
合が⾼くなった。

１．昨冬（平成25年冬） ⽐較   貴社 正社員    今冬（平成26年
冬） ⼀時⾦ 動向    

３割弱の企業が「増額」、１割強の企業が「減額」と回答

２．⼀段 円安進⾏ 伴 輸出関連企業  恩恵 期待   ⼀⽅  中⼩
企業 家計               増   悪影響 懸念  声 多
く聞かれる。現在の為替⽔準（１ドル＝１１８円台、１２⽉１⽇現在）が
年度末（平成２７年３⽉末）  続  場合 貴社    収益 影響

（⾒通 ）    

現在の為替⽔準（1ドル＝118円台、12⽉1⽇現在） 年度末  続  場合  収益
  影響（⾒通 ）     最 多        横  ⾒込  64.0％で、次いで「収
益を▲10％未満押下  ⾒込  16.6％、「収益を▲10％ 20％未満押下  ⾒込 
」4.0％、「収益を＋10％未満押上  ⾒込  2.5％となった。

収益 対  影響 ⽐較    全体    押上  ⾒込  3.6％  押下  ⾒込  
22.6％    押下  ⾒込   19ポイント上回った。

特  製造業 卸売業   押下  ⾒込  が「押上  ⾒込 」を⼤きく上回った。
製造業：  押下  ⾒込  38.4％  押上  ⾒込  7.0％ 差31.4ポイント
卸売業：  押下  ⾒込  33.0％  押上  ⾒込  4.6％ 差28.4ポイント

収益を「押下げる」が「押上げる」を19ポイント上回る


